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高谷 木村さんと立本 さんの言 う文明は、
ディフィニションが異なると思 う。













水島 例えば、マ レーシアに来ているイン ド













で はな く、特定の文化様式、思想様式 も含
む。だがマ レー シアのイン ド人を考えた場
合、バラモ ンが入 って きていない。それが完
全に欠落 していると言えるだろう。その意味































































































































































deconstructive episteme とい う



























は、儒教 とヒンドゥーイズム ・カース トで く









































































世 界 認 識













































































つ波及 している。チベッ トも同様で、 ここで
は非正統派的な仏教が伝わっている。






























































イズム、あるいは ヒン ドゥー法、ダルマ ・
シャース トラという類の一連の概念装置は、
まさに19世紀以降のイギ リスの植民地支配に
おいて作 り上げられた。そ して ヒンドゥーと
イスラームに対す る価値的選択がいたるとこ
ろで行われた。それは1760年代にベンガルを
征服 したイギ リスが、 ヒンドゥー教徒には
















































ジャーティ(ム スリムをも含む)別 に、 しか
もかな りの程度 ジャーテ ィのランクに した


























れた作品だ と思 う。ただ、我々が 日本 を背
負 っていることの意味をどう考えたらいいか
という問題がある。





と して違 った意味を持 っている。 「世界単
位」を 「単位世界」 とひっくり返 してみ る
と、それはまた違つた意味を持つかどうか。

































イン ドが一つか どうかとい う問題である
が、以前に読んだ本の中で、インドを3つ に

















































ヒン ドゥーとイ ン ド
辛島 南アジア側で も議論が分かれ始めてい
るが、小谷さんの視点 は非常 に重要だ と思
う。イギ リス時代を洗い直 し、そこででき上
がつたものを見極めなければいけない。ただ






















































て、 「インド」ではな く 「ヒンドゥー」とい
40
う方向へ いって しま った ところに、 イン ド近
代史の一番の問題が あ ると思 ってい る。
イン ドとイスラム
臼田 パキスタンとバ ングラデシュは、イン





































な く、む しろ多元的 ・重層的なものとしてあ
る。村落での生活を見るとアイデンティティ
の現れ方は様々で、森とのつながりとか、女
神 との関係 とかによって現れるもの もある




においてアイデ ンティテ ィの くくり方 は様々

























































































































立本 東南アジアでも 「イ ンド化」と言い、
「ヒンドゥー化」という言葉を使わない。お



























概念 と して、導入 され た もので あ ろ う。
ジャーティと言われる集団や、色々な契機か
ら作 られる様々な集団が色々な名で呼ばれて






















り、 「イン ド全体」を覆 うようなカース ト制
度に基づ くものではないのではないか、と言
われれば、それまでのことであるが、次のよ
うな事実を指摘 して、 この問題を考えてゆ く
素材にしたい。カース ト制を担 うヒン ドゥー
教の寺院およびその関係の分寺や末寺、これ
らの寺僧やバラモン、村の宗教的、社会的指












こうした中で、ムス リム もカース ト制(あ































































山崎 伝統的に言えば海に限 らない。rマ ヌ
法典』をは じめ、正統派バラモ ンの思想で
は、四っのヴァルナの存在 しない土地に行 く




































ス リムとヒン ドゥーを通 じて、分業 ・婚姻 ・
食事を基礎 とするジャ7テ ィ集団が存在して








在 していた。インドの場合はその多 くが ジャー
























































世界単位 とは全然違 うものであ るというの1
は、そういうようなところから見ていただけ
ると有 り難い。







































































が、アー リヤ語の文献を基 にしている限 り
アーリヤ人が問題になる。その純正なる地域
とはガンジス河の流域であ り、その東と西が








































臼田 ベンガルの場合 も南インドと全 く同じ
で、ヴァルナの中間の2つ がない。つまりバ
ラモンとシュー ドラはあるが、クシャトリヤ



































































































































で掘 りおこしてい くところは難 しいかもしれ
ない。個人の認識する世界というような言い
方は非常に漠然としてお り、実際の個人が高

















































問題にもなって くるし、 ヒンドゥー ・ムス リ
ムの問題 ともつながって くる。スリランカで
タミルとシンハラが争 っているのも、伝統的
な社会制度 としてのカース ト制度の崩壊 と関
係があるだろう。そのような問題 も議論 して
みる価値がありそうだ。ぜひ次回の企画を組
んでいただきたいと思 う。
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